
活動内容と成果
以下を実施し、発表した提言に対し一定の理解・評
価を得られ、日本による途上国の透明性向上/資金支
援等に関する政策進展に寄与できた。
●�政策担当者、事業者、NGO/NPO、研究機関、メ
ディア等と意見交換を重ね、その結果を反映した
提言をCOP25前に発表
●�COP25や関連会合に参加、環境大臣を含む関係者
に提言発信
●�提言の広範な普及のため、用語解説等を付した調
査提言レポートを発行
●議員会館でのCOP25前セミナー開催
●講演や寄稿を通じた情報/提言発信

活動内容と成果
①�小学校高学年用副教材「いすみの田んぼと里山と
生物多様性」の出版（発行部数4,000冊）と市内小
学校への配布
②�夷隅川リバークリーン（11回、169人参加、375kg
ゴミ回収）
③畑の食育イベント（5回、88人参加）
④ビーチクリーン（1回、10人参加、10㎏ゴミ回収）
⑤有害鳥獣対策勉強会（2回、30人参加）
⑥�エコメッセ、米フェスなど環境イベントでの生物
多様性をテーマにした紙芝居（昨年度作成）の上演
とパネル展示
⑦�米フェスでの座談会「ライス�de�座談会」の実施��
ほか

課　題
世界全体の気候変動対策推進には途上国の対策強化
が急務。より効果的な資金・対策支援のために、日本
と国際機関等の戦略的連携と途上国の透明性向上支
援が必要。

目　標
日本の国際機関等との連携強化、途上国対策支援及
び透明性向上のためのパートナーシップ拡大、国内
で気候資金及び途上国の透明性/能力向上への関
心・理解促進。

課　題
千葉県一の生物多様性を誇る夷隅川流域における里
山・水田・里海の環境保全と生物多様性を維持し、地
域のまちづくりにいかすこと、そのために地域住民
の意識を高めること。

目　標
夷隅川流域の生物多様性と環境保全を維持していく
ための継続的な仕組みとコンテンツづくりを、地域
内外で実質的な活動をしている団体と協働しながら
構築したい。

（特非）　「環境・持続社会」研究センター（JACSES）

（特非）　いすみライフスタイル研究所

地球規模での気候変動対策推進のための途上国の効果的な気候変動対策
強化/透明性向上に向けた日本と国連資金メカニズム（GEF・GCF）・イ
ニシアティブ（CBIT等）の取組/連携強化のための調査研究・提言・啓発

森・里・水田・川・海一体型環境保全による
夷隅川流域での生物多様性と里山・里海 
環境維持活動

COP25にて情報収集・提言活動を実施

畑の食育イベントの模様

議員会館でのCOP25セミナーで
提言発表

夷隅小学校の田んぼでの授業から
テキストを作成

COP25提言発信
イベント参加者 136 人

いすみの生物多様性
テキストの作成 4,000 冊

メディア掲載/寄稿/
会合招聘 8 回

畑の食育イベント
参加者 88 人

今年度計画の達成度 85 ％

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 55 ％

目標達成度 45 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
提言VER5作成にあたり、何をどこ
まで組み込むか、図表の挿入をどう
するか等の検討・選定に苦労した。

■工夫した点
今までワードだった提言をパワーポ
イント・カラーで作成し、タイトル
もわかりやすいものに変え、読みや
すいように工夫した。

■苦労した点
●獣害対策における行政との連携
●市民の巻き込み方
●�天候の影響を受けやすいビーチク
リーン、リバークリーンなど野外
活動

■工夫した点
●�協働相手を地域内外で実質的・積
極的に行っている団体に絞り込ん
だ
●�教材づくりなど子どもたちへのア
プローチを強化した

多くの政策関係者や納税者に話を理解してもらいやすいよう関心の高まるSDGs
の観点をさらに提言に入れ込みつつ、気候変動会合に加え、SDGs国連ハイレベル
政治フォーラムや関連会合等も活用した発信を増やす。

●地域内での協働体制と活動内容に広がりができた。さらに地域外、都市部との協
働体制を強化したい　●子どもたちの意識を変えることで大人たちも影響を受け
ることを認識したので、継続して環境教育にも力を入れたい

今後の
展望

今後の
展望

活動地域

活動地域

 日本全域

 千葉県

〒107-0052　
東京都港区赤坂1-4-10�
赤坂三鈴ビル2階
電話：03-3505-5552
E-mail：jacses@jacses.org
HP：http://jacses.org/

〒299-4616　
千葉県いすみ市岬町長者475
電話：0470-62-6730
E-mail：isumi-style@bz03.plala.or.jp
HP：http://www.isumi-style.com/

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

2年目
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2年目


